2006年度　ブロック宣教司牧計画についての反省（舞鶴ブロック）
１．信仰・教会生活について生涯学習の充実を図る。

・開催の頻度・名称は異なるものの、各小教区において、聖書勉強会を開催した。

　・「朗読練習」「聖歌練習」を祈りの集いの中で実施した。

　・小教区評議会規約作成を機会に、役員・信徒の意識改革を図ることを重点目標にし、信徒会から評議会への脱皮を訴えてきたが、まだ十分とは言えない。

　・待降節、四旬節の黙想会を複数の教会合同で実施した。

　・学習の機会を設ける件に関しては、小教区の置かれた状況の差により、程度に差があった。
・待降節には、白柳枢機卿様を招き、一般向けの講演会と黙想会の指導をしていただき、例年より多くの参加者を得た。
２．ミサに多くの信者が与る工夫をする。

・信徒としての自覚を促すために従来「世帯」単位での納付を２０歳以上の収入のある「個人」単位での納付対象に変更し個々人に案内をした。
・従来はバスでの旅行を行っていた三教会親睦行事を、今年は身軽で老若男女を問わず参加できる行事(ｸﾞﾗﾝﾄﾞ ｺﾞﾙﾌ)にし、多くの参加者があった。

　・これまでミサ準備を、特定の方に殆ど任せていたことを深く反省し、役員、婦人部の協力のもと、葬儀ミサ以外の各種儀式については、集会司式者を中心に、信徒代表で行えるようになった。

　・「主日のミサ」及び「毎水曜日のロザリオの祈り」にできるだけ多くの信者が参加するよう、地区毎の当番制などを試みながら、機会を通じ呼びかけた。
　・待降節、四旬節等には多くの信者が来ていただけるように、名簿をもとにミサスケジュールの案内を実施した。

　・「子どもと共に捧げるミサ」を行い、多くの子供がミサに参加する機会を作った。子供たちが一役を担うことで参加意識を促進した。聖歌や説教もわかりやすくし、工夫されているので好評である。
　・長年培ってきた行事を大切にすることに努めた。
・第一日曜日のフィリピン人司祭による英語ミサが定着し、近隣のフィリピン人が多く出席するようになってきている。ただ、逆に当日は日本人の出席が少ない。
　

３．青少年の教会生活の充実を図る。

・対象となる青少年が教会に来ない事が悩みとなっている。前述「ミサに多くの信者が与る工夫をする」の地道に継続的な取組みを行うことにより青少年が教会に来るようになった段階で検討し計画したい。

・複数の教会が合同で小中高生サマーキャンプを実施した。
　・教会学校は細々と継続しているが、スタッフの先生方は聖書を学ぶ機会がなく、中学生に対応する力不足である。先生方の研修を必要とする。

・3月京都教区で行われる侍者合宿へ担当者の派遣をした。

・侍者研修は子どもたちの自身の心に、ごミサへの奉仕の導きが無く、達成ならずに終わろうとしている。

　・中学生は広島巡礼旅行に参加を促進した。未信者の子供も広島巡礼に参加することにより教会とのつながりが深まった。

　・バザーやクリスマスでは、子供たちや中学生・高校生に一役を担ってもらい、教会の一員である意識付けを行った。
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